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 記者発表資料（１）                      福 島 市  
 

令和７年５月１６日 
 

「ふくしまシティハーフマラソン２０２５」５月１８日号砲！ 

 

 全国ランニング大会１００撰にも選出された、新緑の福島を駆け抜ける「ふくしまシティ

ハーフマラソン２０２５」を５月１８日（日）に開催します。 

 この大会は、福島市の魅力を全国に発信し、スポーツの振興をはじめ、地域経済の活性化

や交流人口の拡大を図るとともに、パラスポーツの推進による共生社会の実現を目的に開催

するものです。 

 当日は、市内中心部で大規模な交通規制を実施することから、市民の皆さんにご理解とご

協力をお願いするとともに、全国各地から参加するランナーの皆さんに沿道から大きな声援

を送っていただき、ランナーの後押しをお願いいたします。 

  

記 

１．日時／５月１８（日）午前８時～１１時半 

 

２．場所／メイン会場 誠電社WINDYスタジアム（福島市信夫ヶ丘競技場） 

 

３．エントリー状況 

（１）ハーフマラソン    ４，０２１人※定員到達 

  （２）１０㎞          ８２３人※定員到達 

  （３）２㎞ ペアの部  ２５２組５０４人※定員到達 

  （４）１㎞チャレンジ車いす     ７人 

              計 ５，３５５人※過去最高 

※全国４０都道府県より参加、福島市民ランナー１，８１１人（１２６人増加）で過去 

最高、ランニングビューティクリニック・初級中級者向けクリニックからは１１９人 

がエントリー 

  ※ボランティア、地区体育協会、警察、陸上競技協会、救護関係などスタッフ約 1,400 

名体制 

  ※協賛金 ９１団体（＋１９団体）、協賛物品 ２０団体（＋１団体） 

 

４．大会を盛り上げてくれるゲストたち 

  （１）ゲスト 

・野口 みずき さん（岩谷産業陸上競技部アドバイザー）アテネ五輪金メダル 

    ・川内 優輝 さん（あいおいニッセイ同和損保）第１回目も来福 

  （２）大会応援サポーター 

    ・長谷川 朋加 さん、室伏 杏花里 さん 

  （３）大会盛り上げ隊 

    ・斎藤 恭紀 さん、ペんぎんナッツ さん 

  （４）ペースメーカー 

    今年から目標タイム達成のために導入。５つの設定タイムに２名ずつ出走し、より 

ランナーファーストの大会に。 
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５．今大会の特徴 

  （１）最大の魅力である「おもてなし」がさらに充実 

    ①ランナー応援隊  

前回から３団体増え今回２１団体。市民やボランティアの応援もあり、色とりど 

りの途切れない応援。 

    ②エイドステーションや参加賞では福島らしい給食、プレゼントが充実 

    ③前日祭（イブフェス）、おもてなしパークで福島の食や祭りを満喫 

    ④関連イベントとして大会当日の「手づくりマルシェ」に加え、今年は前日に    

「夜市inさんかくストリート」も開催 

  （２）宿泊者数の増加 

    福島駅前のホテル旅館、福島市内のホテルなどで宿泊者数が増加 

    １，８７７人（＋２６８人） 

  （３）熱中症対策の拡充 

    ・万が一のための救急体制の拡充（１病院➡３病院体制に） 

    ・救護所の追加設置 

    ・エントリー時に体調に不安のある方を把握し、救護関係者で共有 

    ・メディカルランナーの増加 

    ・AEDモバイル隊の増加 

    ・スタート前の塩飴の提供 

    ・ＳＮＳや当日会場アナウンスによる周知 

  （４）駐車場の渋滞緩和に向けた取り組み 

     信夫ヶ丘緑地公園臨時駐車場の渋滞緩和を図るため、今大会から新たに市民セン

ター駐車場、NCVふくしまアリーナ駐車場、ハローワーク駐車場を確保し、分散

化を図った。 

     

 

 

 

 

担当：スポーツ振興課 スポーツ振興係 

   課長 大泉 係長 小沢 

   電話024-525-3786（直通） 



「ふくしまシティハーフマラソン２０２５」
５月１８日号砲！！

●日時／５月１８日（日） 午前８時～１１時半

●場所／メイン会場 誠電社WINDYスタジアム

福島市信夫ケ丘競技場

●エントリー状況／

（１）ハーフマラソン ４，０２１人※定員到達

（２）１０ｋｍ ８２３人※定員到達

（３）２ｋｍ ペアの部 ２５２組５０４人※定員到達

（４）１ｋｍチャレンジ車いす ７人

計 ５，３５５人※過去最高

※全国４０都道府県より参加

※福島市民ランナー １，８１１人 １２６人増加※過去最高

※ランニングビューティークリニック、初級・中級者向け

クリニックから１１９名がエントリー

●大会関係者

ボランティア、地区体育協会等、警察、陸上競技協会、救護関係、市職員、事務局など 約１，４００名体制

●協賛金 ９１団体（＋１９団体） 協賛物品 ２０団体（＋１団体）
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大会を盛り上げてくれるゲストたち

●野口 みずきさん
（岩谷産業陸上競技部アドバイザー）

◆ペースメーカー
５つの設定タイム（１時間３０分、４０分、
２時間、２時間３０分、２時間５０分）に
２名ずつペースメーカーを配置し、よ
りランナーファーストの大会に。

◆ゲスト

●川内 優輝さん
（あいおいニッセイ同和損保㈱）

◆大会応援サポーター

◆大会盛り上げ隊

●長谷川 朋加さん ●室伏 杏花里さん

●斎藤 恭紀さん ●ペんぎんナッツ さん
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最大の魅力である『おもてなし』がさらに充実！

大塚製薬㈱
ボディメンテ

酪王協同乳業㈱
酪王カフェオレ

ライオン菓子㈱
あめ

社会福祉法人大生福祉会

新聞紙エコバッグ

トーニチ㈱
パインコンポート

福島市水道局
ふくしまの水

◆参加賞 ◆おもてなしパークの開催

㈱菱沼農園
JERRYTIME100％RinGo

おもてなしチケット
２００円分

フィニッシャータオル カーネーション（2キロペア、1キロ車いす）

参加賞Tシャツ
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◆関連イベントの開催◆イブフェスの開催

最大の魅力である『おもてなし』がさらに充実！

１７日１６時～２１時
夜市inさんかくストリート

１８日１０時～１６時
手づくりマルシェ＠駅前東口広場
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◆ランナーの宿泊先

・福島駅前ホテル・旅館 ９６８人
・福島市内ホテル ３１２人
・温泉（飯坂、土湯、高湯） ６７人
・実家、親戚宅 ３３５人
・友人、知人宅 ５０人
・その他 １４５人

計 1,８７７人（昨年1,６０９人）

◆熱中症対策

・万が一のための救急体制の拡充（１病院➡3病院体制）
・救護所の追加設置
・エントリー時に体調に不安がある方の把握と救護関係者
での共有
・メディカルランナーの増加
・AEDモバイル隊の増加
・スタート前の塩飴の提供
・SNSや当日会場アナウンスによる周知

ランナーの宿泊者数と熱中症対策、駐車場の渋滞緩和に向けた取り組み

・Aの信夫ヶ丘緑地公園臨時駐車場の渋滞緩和を図るため、今大
会から新たにDの市民センター駐車場、EのNCVふくしまアリー
ナ駐車場、Fのハローワーク駐車場を確保し、分散化を図った。

◆駐車場の渋滞緩和に向けた取り組み
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